公益社団法人日本青年会議所　東北地区　山形ブロック協議会　やまがた協働運動

ふるさとＯＭ♥ＩＹＡＲＩプロジェクト２０１１
～みんなで咲かそう郷土愛の花～

◆桜の植え方・育て方
	●日照を好みます
サクラは陽樹で日照を好むので常緑樹や建物の陰になるような場所への植栽は避けます。特に樹冠部に日が当らないと花つきが良くありません。

●土壌の乾燥や過湿に弱い
サクラには生育上、肥沃で適当に湿った配水のよい壌土や砂質壌土が最もよく、砂礫地や低湿地を嫌います。特に園芸品種の「染井吉野｣、｢関山｣、｢普賢象」などを植栽する場合は土壌に十分気をつける必要があります。乾燥防止には根元に地被類を植えたり、敷きワラ等を行います。また、過湿防止としては盛土や排水処理を行います。

●浅根性です
サクラの根は大木となっても浅いところに太い根が広く分布しています。したがって踏み固められたり、車の往来などにより土壌が団結すると根の呼吸作用が衰え、生育不良や根ぐされなどの原因になります。植栽にあたっては根元の踏圧を避けるため、柵を施したり、根元に下草や小低木を植え込むなどの配慮が必要です。

●強剪定を嫌います
サクラは太枝の剪定に弱い。剪定部分から腐り込み易くまた萌芽力も弱いので、なるべく切らず自然樹形にします。しかし、病害枝やからみ枝など不必要な枝は細枝のうち早めに適切な位置で切り取る必要があります。

●大気汚染や潮害に弱い種類が多い
「オオシマザクラ」のように比較的強い種類もありますが、「染井吉野」はじめ多くのサクラは亜硫酸ガスや潮害に弱い。都市での植栽にあたっては大気汚染のひどい地域は避け、かつ桜のなかでも比較的耐性のある「オオシマザクラ」、「関山」などを選びます。

●連作を嫌います
サクラには「いや地」現象があり、連作を嫌うので、前に桜を植えてあった場所にはできるだけ植えないようにします。やむなく植える場合は、土壌消毒や古い根をすっかり取り除き、新しい土壌を客土してから植えます
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	（１）苗木の選び方
苗木は幹が太く、素直によく伸び、樹皮に光沢があり、また、根は分岐が多くて、病虫害に侵されていない健全な苗木を選びます。苗木の病虫害には、根にコブのできる根頭がんしゅ病、枝の先端からヤニがでて側枝を何本もだしているシンクイムシなどがあげられます。その他、根元がボクトウガやコウモリガに食入されてい　ないか、カイガラムシが付着していないか、などよく点検し選ぶことが大切です。若木では、テング巣病や幹　がコスカシバに侵されていないかなど点検します。
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	（２）植える時期
晩秋葉が落ちてから翌春新芽が開き始める前までの間です。厳寒期と新芽が開いたばかりの頃は活着が悪いので、なるべく避けます。一般に東京付近では２月下旬～３月中旬、九州・四国など暖地では２月中、下旬、根　が活動を始める前、定期的に降水があるようになってから植栽します。また、多雪地帯や季節風の強い地方では雪どけ後すぐ植えてもよいが、雪どけ時は乾いたフェ－ン風が吹いたりして植栽期間も短いので秋植えのほうが無難です。 
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	※ 仮植方法　 
定植するまでの間は、日当たりのよい寒風をうけない土の良い畑地や空地を選び、下図のように仮植します。土を２/３ぐらい入れてから土と根が密着するように足で踏み込み、灌水（水で土を流し込むよう）を行います。＊根の株と株が重ならない並べます。 
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	（３）植え付けの間隔
植え付けの間隔は狭すぎると隣の木と枝が交差したり、枝枯れの原因となります。桜の美しい樹姿が保てるよう間隔を十分とるようにします。

	種類

植栽間隔　　　　　　
「染井吉野」「オオシマザクラ」「シダレザクラ」など

10m以上、占有面積100平方m以上

「ヤマザクラ」「オオヤマザクラ」など

8～10m以上、占有面積64平方m以上

「関山」「普賢象」などサトザクラ類

8m以上、占有面積64平方m以上

「カンヒザクラ」や低木サトザクラ類

5m以上、占有面積25平方m以上
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	（４） 配植について 
桜の植栽は並木植えが最も多いが、自然景勝地等に植える場合は、千鳥植えや単木的な植栽の方が適していることもあります。その際、種類は同一のものを植栽します。種類の異なる桜を混ぜる場合は、列外に植えるか、区域を別にして植栽します。また、桜の並木植えの場合でも群植や単木のできる広場的な植栽区域を設け変化をつけるとよいでしょう。なお、群植の背景には杉や松などの常緑樹があるといっそう花が美しく見えます。
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	（５） 植え方　　　 
同じ場所に数十年も生きる桜にとって植栽は最も大事な作業です。植える前に、幅50～60cm、深さ40～50cmの穴を掘り、底に基肥を十分入れます。基肥は完熟堆肥、完熟の乾燥牛鶏糞、油かす、バ－ク堆肥などを土と半々によく混ぜ合わせて作ります。次に、根が基肥に直接ふれないよう基肥の上に少し土をかけてから植え付けます。植え付けにあたっては根をよく広げ、8分目ほど土を埋めもどし、桜を軽く上下に動かす。その後、穴に十分水をいれ、水が引いた後に残りの土を入れます。
また、植えた桜が風で倒れたり、揺れ動いて根が痛まないよう支柱を立て固定します。
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	（１） 灌　水　　 
植えた後、1～2年は根の発達が十分でないことがあり、特に乾燥に弱いので、乾燥時期には一週間に一度くらい水をやります。水をジョウロなどで地表が湿る程度の少量を度々やるより、一度に根に達するよう十分にやります。また、幹や枝にもかけてやると効果があります。そのほか、乾燥を防ぐ方法として根元に地被類を植えたり、敷ワラなどのマルチを行います。
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	（２） 施　肥　　 
肥えた土地に植えた場合は、特に肥料を施さなくてもよく成長しますが、土地のやせたところや八重桜類を植えた場合、また、花を多く咲かせたい場合には肥料を施さなければなりません。肥料は、葉の成長によい油かす、花を咲かせるのに効果のある燐や同化作用を助けて木を丈夫にする加里を含む燐酸石灰とか木灰などを混ぜて用います。林業用固型肥料は窒素6、燐酸4、加里3ぐらいに混合されておりたいへん便利です。施肥の時期は、12月～3月ごろ、いわゆる寒肥として根の周囲の所々に穴を掘って施します。また、ほうび肥（お礼肥）として花が咲いたあと少量（基肥の1/3程度）の施肥をおこなうと一層効果があります。植付けのときに基肥を施してあればその年は施肥しないでも十分です。
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	（３） 剪　定　　 
大枝の剪定は、なるべく避けます。サクラの剪定とは整枝と考えてください。樹冠の内部まで通風や日照が確保されるように混み合った枝を間引いたり、病虫害に侵された枝を切り除くことは必要です。ふつう2年枝を剪定しますが、切り口には保護のための塗布剤を塗り、癒合組織の発達（巻き込み）を促します。12月～2月ごろまでの間に整枝し、美しい樹姿に仕立てます。
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	（４）災害後の対策
災害のうちで最も被害の大きいものは暴風で、風のうけやすい堤の並木や高台の桜は強風に吹き倒され、幹や枝を折られ、根を傷めることも少なくありません。日頃から強風に耐えられる樹形に手入れしておくことが必要ですが、災害で枝が折れた場合は、折れた枝の元から切り除き、切り口に保護のための塗布剤を塗っておきます。倒れて根が露出した場合は、主な枝を残し、枝全体の1/3程度の枝を間引き、立て起し、支柱で補強　しておきます。なお、雪害の場合も同じ方法で行います。
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	　一般に発生しやすい病虫害として次のような物があります。日頃から病虫害に注意し、予防するとともに発見したらすぐ駆除することが大切です。予防、駆除方法等については日本さくらの会事務局に連絡ください。 
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	病　害

根頭がんしゅ病、てんぐ巣病、ネコブセンチュウ病、うどんこ病、せん孔褐斑病など

虫　害

カイガラムシ、ハダニ類、コスカシバ、アメリカシロヒトリ、アブラムシ類など
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	さくら管理５つのポイント　 
●日頃の観察により病害虫を早期発見し、消毒、駆除を行なう。
●年に１回は施肥を行なます。(お礼肥､寒肥)
●冬期に整枝、剪定を行なう。
●てんぐ巣病を発見したら、すぐに切除する。　
●土壌改良を含め、根の保護に努める。 
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